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「令和元年度 京丹後市の教育」発刊のことば 

 

 令和元年度の教育行政は、平成２７年３月に策定した京丹後市教育振興計画の中間

見直しをするとともに、基本理念に基づき京丹後市が目指す教育、「心豊かにたくまし

く 幸福な未来を切り拓く力を育む教育」「ふるさとへの愛着と誇りを持ち 新しい価

値を創りだす力を育む教育」の実現に向け精力的に取り組んでまいりました。  

平成２８年度より全市展開となりました京丹後市の最も大きな教育振興策でありま

す「小中一貫教育」では、「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、６つの学園が共

有し、特色を活かしながら小中連携、小小連携、保幼小連携の取組みを実践し、子ど

もたちの育ちと指導の一貫性を目指す教育活動に取り組みました。 

子育て支援関係では、平成３１年４月に網野こども園の開園により、第２次京丹後

市保育所再編等推進計画に基づく再編はすべて完了し、６つの認定こども園の円滑な

運営を行いました。 

学校教育関係では、学校再配置の取り組みとして、豊栄小・間人小学校づくり準備

協議会による協議を経て、平成３１年４月に「丹後小学校」を開校しました。学習環

境の整備では、学校トイレ洋式化事業を計画的に進め、令和６年度末の完了を目指す

とともに、順次導入してきた電子黒板の運用開始、校務支援システムの円滑な運用に

より一層の校務の効率化が期待されるところです。 

社会教育関係では、高齢者大学などを通じて市民の学びと交流の機会を提供するととも

に、久美浜図書室を久美浜庁舎内に移転整備し、図書館環境の整備を図りました。社会体

育関係では、初参加で４８．１％の市民が参加した「京丹後チャレンジデー」の開催、今

年の開催が延期となりましたが、東京２０２０オリンピック・パラリンピックのホストタ

ウン関連事業の推進などを通じて、スポーツのまちづくりを進めました。  

文化財保護関係では、日本海側最大の前方後円墳である網野銚子山古墳の環境整備

工事を平成２９年度より継続して実施しており、令和５年度完成を目標に進めていま

す。 

本誌「京丹後市の教育」（教育要覧）の発行は今回で１６年目となります。「平成」

から新元号「令和」の時代となり、教育委員会活動を紹介する資料として、引き続き

内容の一層の充実に努めてまいりたいと思いますので、忌憚のないご意見をお寄せい

ただければ幸いです。  

 

令和２年９月 

                京丹後市教育委員会教育長 吉岡 喜代和 



 

市の花「トウテイラン」 

 トウテイランは、8月から 9月にかけて多数の青紫色

の花を開く多年草であり、山陰海岸の砂丘に見られ、箱

石砂丘の群落は「京都の自然 200 選」にも選定されて

います。 

 盛夏から秋にかけ、中国の洞庭湖（どうていこ）の湖

水のように美しく神秘的な色の花を咲かせるトウテイ

ランは、日本固有種で外国には自生しておらず、また、

日本国内でも数か所にしか自生していない非常に貴重な花です。 

 

 

市の木「ブナ」 

 ブナは、温帯林を代表する落葉広葉樹であり、雪にも

めげず、春には他の落葉樹に先がけて芽吹きを始めます。 

 京丹後市には、山から里、そして海が 1 つの市の中

で連続しているという特徴があり、森で育まれた栄養分

が川から水田へ流れておいしいお米を育て、最後には海

へ流れて、貝や魚等の生き物を育んでいます。 

 温暖化や森林破壊、人口爆発等、地球規模での課題に

直面している今、気候を安定させ、多様な生き物を育み、「緑のダム」として水や食料を私達

に与えてくれるブナ林は、まさに京丹後市の自然豊かな環境のシンボルと言えます。 

 

市の歌について 

 未来を担う子どもたちが、ふるさとに対して興味や関心を持ちふるさとを誇りに思うこと

ができる歌をめざし、市民の皆様に永く歌い継がれる歌、京丹後市に夢を持ち、活き活きと

歌い継いでいける歌、そして希望を持ち、将来に向かい明るい展望が持てる歌となるように

京丹後市の魅力をもりこんだ歌です。（作詞：梅田俊作 作曲：藤原哲也） 
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２ 教育委員会事務局事務分掌表 

 

教育総務課  

ア 庶務係 

（ア） 教育振興基本計画に関すること。 

（イ） 教育委員会の会議に関すること。 

（ウ） 学校の設置、廃止等に関すること。 

（エ） 規則等の制定及び改廃に関すること。 

（オ） 職員の任免、進退、賞罰、服務及び身分に関すること。 

（カ） 職員の給与及び福利厚生に関すること。 

（キ） 職員の公務災害に関すること。 

（ク） 非常勤職員の任用に関すること。 

（ケ） 京丹後市立学校勤務府費負担教職員安全衛生委員会に関すること。 

（コ） 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること。 

（サ） 公印の管理に関すること。 

（シ） 文書の収受及び発送に関すること。 

（ス） 教育費の予算編成及び決算に関すること。 

（セ） 奨学金に関すること。 

（ソ） 公用車の運行管理に関すること。 

（タ） 広報に関すること。 

（チ） 叙勲及び表彰に関すること。 

（ツ） 寄附採納に関すること。 

（テ） 外国語指導助手に関すること。 

（ト） 教育委員会の庶務に関すること。 

（ナ） (ア)から(ト)までに掲げるもののほか、他の課に属さないこと。 

イ 施設係 

（ア） 学校施設の基本計画及び実施計画に関すること。 

（イ） 学校施設の維持管理に関すること。 

（ウ） 学校施設の防災に関すること。 

（エ） 学校施設の国庫負担金(補助金)に関すること。 

（オ） 学校施設の施設台帳及び財産台帳に関すること。 

（カ） 学校跡施設の維持管理、利活用に関すること。 

（キ） (ア)から(カ)までに掲げるもののほか、教育施設に関すること。 
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学校教育課  

ア 企画振興係 

（ア） 学校規模の適正化等の調査及び検討に関すること。 

（イ） 学校再配置に関すること。 

（ウ） 学校教育改革構想に関すること。 

（エ） 教科書の採択に関すること。 

（オ） 通学区域に関すること。 

（カ） 学校評議員に関すること。 

（キ） 学級編成に関すること。 

（ク） 児童生徒数の推計に関すること。 

（ケ） 指導主事の服務に関すること。 

（コ） 教育相談の総括に関すること。 

（サ） 教育支援センターに関すること。 

（シ） 学校教育の情報発信に関すること。 

（ス） スクールバスの運行管理に関すること。 

（セ） 児童生徒の国際交流に関すること。 

（ソ） (ア)から(セ)までに掲げるもののほか、企画振興に関すること。 

イ 学務・指導係 

（ア） 就学に関すること。 

（イ） 学齢簿に関すること。 

（ウ） 教科書の無償給与に関すること。 

（エ） 学校保健、学校安全に関すること。 

（オ） 小中一貫教育の実践に関すること。 

（カ） 教育のまちづくりの推進に関すること。 

（キ） 学校給食、食育に関すること。 

（ク） 学校経営、教育活動及び教育課程の指導助言に関すること。 

（ケ） 研究指定校に関すること。 

（コ） 教職員及び講師の任免並びに内申に関すること。 

（サ） 教職員の免許更新及び研修に関すること。 

（シ） 教職員の服務、公務災害及び給与事務に関すること。 

（ス） 学校の管理運営予算及び教育振興予算の執行に関すること。 

（セ） スクールサポーターの任用に関すること。 

（ソ） (ア)から(セ)に掲げるもののほか、学務・指導及び学事に関すること。 
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子ども未来課  

ア 企画児童係 

（ア） 子ども・子育て支援事業計画の策定及び進行管理に関すること。 

（イ） 子ども未来まちづくり審議会に関すること。 

（ウ） 少子化対策、子育て支援の企画及び調整に関すること。 

（エ） 要保護児童対策地域協議会に関すること。 

（オ） 家庭子ども相談室に関すること。 

（カ） 放課後児童健全育成事業に関すること。 

（キ） ファミリー・サポート・センターに関すること。 

イ 幼保こども園係 

（ア） 幼稚園、保育所及び認定こども園の設置、廃止等に関すること。 

（イ） 就園及び保育の実施に関すること。 

（ウ） 幼稚園の教育課程、保育所の保育計画及び認定こども園の教育・保育計画

に関すること。 

（エ） 保育費用等の徴収に関すること。 

（オ） 入園・入所児童の健康安全に関すること。 

（カ） 私立保育所及び無認可保育所に関すること。 

（キ） 保育所の一時預かり事業に関すること。 

（ク） 認定こども園の子育て支援事業に関すること。 

（ケ） 子育て短期支援事業に関すること。 

（コ） 子育て支援センターの運営に関すること。 

 

生涯学習課  

ア スポーツ推進室 

（ア） スポーツ推進審議会に関すること。 

（イ） スポーツ及びレクリエーションの振興に関すること。 

（ウ） 体育施設の整備及び維持管理に関すること。 

（エ） 社会教育関係団体に関すること。 

（オ） スポーツ観光の推進に関すること。 

（カ） スポーツイベント等に関すること。 

（キ） (ア)から(カ)までに掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

 

 

 

 

 



5 

 

イ 社会教育係 

（ア） 社会教育委員会議に関すること。 

（イ） 社会教育計画の立案に関すること。 

（ウ） 公民館に関すること。 

（エ） 図書館に関すること。 

（オ） 社会教育施設の整備及び維持管理に関すること。 

（カ） 社会教育事業に関すること。 

（キ） 社会教育関係団体に関すること。 

（ク） (ア)から(キ)までに掲げるもののほか、社会教育に関すること。 

ウ 文化振興係 

（ア） 文化芸術の振興に関すること。 

（イ） 文化芸術関係団体に関すること。 

（ウ） (ア)、(イ)に掲げるもののほか、文化振興に関すること。 

 

文化財保護課  

ア 管理調査係 

（ア） 文化財保護審議会に関すること。 

（イ） 文化財保護団体に関すること。 

（ウ） 資料館、文化館等文化財関係施設に関すること。 

（エ） 文化財の普及啓発に関すること。 

（オ） 文化財補助金に関すること。 

（カ） 収蔵資料の管理に関すること。 

（キ） 市史編さんに関すること。 

（ク） 文化財の調査及び研究、収集並びに保存に関すること。 

（ケ） 文化財情報提供及び指導助言に関すること。 

（コ） (ア)から(ケ)までに掲げるもののほか、文化財の管理調査に関すること。 

イ 埋蔵文化財係 

（ア） 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。 

（イ） 史跡の整備に関すること。 

（ウ） その他埋蔵文化財に関すること。 

 



３　教育委員会の開催状況

（１）教育委員会審議案件等一覧(平成31年4月～令和2年3月)

会議名 議案番号 会　場
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報告1号
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報告3号
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報告4号

報告5号

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

報告6号

令和1年5月28日 5月臨時会

京丹後市立学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正につい
て

京丹後市立こども園・保育所内科医、歯科医及び薬剤師の委嘱につ
いて

大宮庁舎

京丹後市公民館条例の一部改正について

京丹後市いさなご工房条例の一部改正について

京丹後市マスターズビレッジ条例の一部改正について

京丹後市社会体育施設条例の一部改正について

京丹後市アグリセンター大宮条例の一部改正について

京丹後市峰山林業総合センター条例の一部改正について

大宮庁舎

京丹後市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

子育てサロン講演会（５月）の開催に係る後援について

子育てサロン講演会（７月）の開催に係る後援について

京丹後市立学校評議員の委嘱について

京丹後市社会教育委員の委嘱について

京丹後市図書館協議会委員の解任及び任命について

京丹後市琴引浜鳴き砂文化館条例の一部改正について

京丹後市立資料館条例の一部改正について

京丹後市スポーツのまちづくり推進本部設置規程の一部改正につい
て

京丹後市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

開催日 議 案 件 名

平成31年4月5日 4月定例会

京丹後市社会教育指導員の解嘱について

大宮庁舎

京丹後市スポーツ推進審議会委員の解嘱及び委嘱について

京丹後市図書館協議会委員の解任について

京丹後市文化財保護審議会委員の解嘱及び委嘱について

３on３バスケットボール交流体験会の開催に係る後援について

丹後から能楽師プロジェクト～イチから教わる仕舞・謡入門（初級
編）～の開催に係る後援について

「海をわたったコウノトリの大冒険　げんきくん物語」読書感想文
コンクールの開催に係る後援について

京丹後市スクールガード・リーダーの委嘱について

京丹後市図書館協議会委員の任命について

一般社団法人京丹後青年会議所２０１９年度５月事業（アートＩＮ
京丹後）の開催に係る後援について

令和1年5月7日 5月定例会

行政財産の用途廃止について

京丹後市立学校医・学校歯科医・学校薬剤師の委嘱について
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会議名 議案番号 会　場

51

52

53

54

報告7号

報告8号

55

56

57

58

59

報告9号

報告10号

60

61

報告11号

62

報告12号

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

大宮庁舎

京丹後市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条
例の一部改正について

京丹後市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の廃止について

令和元年度京都府小学校教育研究会外国語教育研究大会の開催に係
る後援について

京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条
例施行規則の一部改正について

京丹後市私立保育所保育料徴収規則の一部改正について

令和1年8月2日 8月定例会

音楽会「ありがとう♡つながりコンサート」の開催に係る後援につ
いて

大宮庁舎
公益財団法人京都府丹後文化事業団の経営状況について

京丹後市立幼保連携型認定こども園条例施行規則の一部改正につい
て

京丹後市立保育所及び認定こども園延長保育事業実施要綱の一部改
正について

京丹後市特定教育・保育における実費徴収に係る補足給付費支給要
綱の一部改正について

令和1年8月20日 8月臨時会

専決処分の承認について(令和元年度子育て講演会・人形劇おやこ
劇場の開催に係る後援について)

欠番

欠番

欠番

令和1年7月24日 7月臨時会

京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例等の一部改正について

大宮庁舎京丹後市公民館条例の一部改正について

令和元年度峰山途中ヶ丘公園陸上競技場改修工事請負契約の締結に
ついて

令和1年7月2日 7月定例会

教育長職務代理者の指名について

大宮庁舎

第６２回京都府公民館大会の開催に係る後援について

京丹後市教育振興計画進捗管理について

京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業保育料徴収条
例施行規則の一部改正について

京丹後市立図書館条例施行規則の一部改正について

「事故のない・安全で楽しい登山をめざして」講演会の開催に係る
後援について

京丹後市小中一貫教育研究推進協議会委員の委嘱について

開催日 議 案 件 名

令和1年6月5日 6月定例会

京丹後市史跡整備検討委員会委員の委嘱について

大宮庁舎

２０１９ワールドマスターズゲームズ２０２１関西プレ大会兼２０
１９ＪＣＦスタンドアップパドルボード海外派遣選手選考会の開催
に係る共催について

令和元年度京丹後市文化協会各地域文化祭の開催に係る共催につい
て

地震火山こどもサマースクールの開催に係る共催について

京丹後市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

京丹後市教育支援委員会委員の委嘱について

京丹後市学校給食献立作成委員会委員の委嘱について
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会議名 議案番号 会　場

76

77

78

79

80

81

報告13号

82

83

84

85

86

87

報告14号

88

89

90

91

92

12月定例会 93 大宮庁舎

1

報告1号

2

3

4

5

報告2号

6

7

8

9

10

令和2年2月4日 2月定例会
令和元年度京都府文化を未来に伝える次世代育み事業
和太鼓エンターテイメント『Tango"TAIKO Kids"』の開催に係る後
援について

小林久美子＆松本晃コンサートの開催に係る後援について

平成３０年度教育委員会活動の点検及び評価報告書について

令和1年12月2日 京丹後市中学生海外派遣事業参加費補助金交付要綱の制定について

京丹後市総合型地域スポーツクラブ活動補助金交付要綱の一部を改
正する告示の一部改正について

京丹後市社会教育関係団体補助金交付要綱の一部改正について

大宮庁舎

令和1年11月14日 11月臨時会
第２期京丹後市子ども・子育て支援事業計画の策定について

大宮庁舎
京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業保育料徴収条
例の一部改正について

令和1年11月6日 11月定例会

京丹後市教育振興計画の見直しについて

大宮庁舎

令和2年1月6日 1月定例会
令和２年度全国学力・学習状況調査の実施について

陳情に関わる事情説明の許可申請書

令和2年2月13日
教育委員会事務局職員の処分について

手と手でつながる・広がる笑顔「みんなでつくる夢のステージ」の
開催に係る後援について

令和２年度京丹後市立学校教職員の管理職人事異動内申について

令和２年度「指導の重点」について

大宮庁舎

2月臨時会
教育委員会事務局職員の処分について

大宮庁舎

大宮庁舎令和2年2月18日 2月臨時会
令和２年度教育委員会関係予算について

京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正について

令和1年8月27日 8月臨時会

令和２年度使用京丹後市立小学校教科用図書の採択について

大宮庁舎令和２年度使用京丹後市立中学校教科用図書の採択について

京丹後市公民館条例及び京丹後市立資料館条例の一部改正について

京丹後市商工会青年部次世代育成事業「自然体験”竹で遊ぼう”～
竹でごはんをたけ（竹？）～」の開催に係る後援について

令和1年10月2日 10月定例会

京丹後市子育て支援センター事業実施要綱の一部改正について

京丹後市放課後子ども教室推進事業実施要綱の一部改正について

京丹後市立学校勤務府費負担教職員等ストレスチェック実施規程の
一部改正について

京丹後市特定教育・保育における実費徴収に係る補足給付費支給要
綱の全部改正について

京丹後市子ども教室活動補助金交付要綱の一部改正について

第５４回全国学童保育研究集会in京都の開催に係る後援について

京丹後市教育振興計画策定委員会委員の委嘱について

大宮庁舎

令和1年9月3日 9月定例会

京丹後市子育てのための施設等利用給付の認定等及び施設等利用費
の支給に関する規則の制定について

大宮庁舎

京丹後市特定教育・保育施設、特定地域型保育事業者及び特定子ど
も・子育て支援施設等の確認等に関する規則の制定について

市立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針について

開催日 議 案 件 名

令和2年3月2日 3月定例会 大宮庁舎

8



会議名 議案番号 会　場

11

12

13

14

15

報告3号

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

教育委員会制度について

　　　教育委員会は、都道府県及び市町村等におかれる合議制の執行機関です。創造的で人間性豊かな人材を育成する
　　ため、生涯学習の推進をはじめ、教育、文化、スポーツ振興など幅広い分野にわたる教育行政を一体的に推進して
　　いく上で、教育委員会制度は重要な役割を担っています。
　                         　　 （教育委員会制度の根拠法律：「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」）
　　　教育委員会制度の意義としては、①地方自治の尊重、②教育行政の中立性と安定性の確保、③指導行政の重視、
　　④教育行政と一般行政の調和、⑤国 ･ 都道府県 ・ 市町村の連携、⑥生涯学習など教育行政の一体的な推進、の
　　６つがあります。

（２）教育委員会委員の主な活動

会　場

大宮庁舎

京丹後市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

京丹後市スポーツ少年団補助金交付要綱の一部改正について

財産の取得について《峰山途中ヶ丘公園陸上競技場競技備品購入
（陸上競技用機器・器具）》

京丹後市児童合唱団補助金交付要綱の一部改正について

京丹後市小町ろまん短歌大会開催事業補助金交付要綱の一部改正に
ついて

京丹後市体育協会運営補助金交付要綱の一部改正について

令和2年3月23日 3月臨時会

京丹後市教育委員会事務委任規則の一部改正について

大宮庁舎

京丹後市スポーツ推進委員の委嘱について

京丹後市社会教育委員の委嘱について

京丹後市子どもの読書活動推進計画第三次推進計画の策定について

京丹後市学校運営協議会規則の制定について

京丹後市一時預かり事業実施要綱の一部改正について

京丹後市社会教育指導員規則の一部改正について

京丹後市指導主事の任命等に関する規則の一部改正について

令和２年度京丹後市教育委員会事務局職員の人事異動について

京丹後市臨時休園等に伴う保育料等の特例に関する規則の制定につ
いて

令和２年度京丹後市立学校教職員の一般職人事異動内申について

大宮庁舎

京丹後市指定文化財の指定に係る諮問について

3月臨時会

　ア　総合教育会議

開催日 会議名 会議内容等

令和1年11月6日 第1回総合教育会議
(1)京丹後市教育振興計画の見直し、(2)京丹後市のいじめの現状に
ついて

令和2年3月11日

開催日 議 案 件 名

大宮庁舎令和2年3月2日 3月定例会

9



　イ　管内視察研修

場　所

峰山町

網野町

網野町
弥栄町

峰山町

大宮町

場　所

大阪府
茨木市

京都市

茨木市教育委員会での研修

会　場

大宮庁舎

大宮庁舎

大宮庁舎

大宮庁舎

大宮庁舎

令和1年10月10日 第1回管外視察研修 (1)茨木市教育委員会（学力向上の取組みと現状について）

　エ　教育委員協議会

開催日 会議名 協議内容等

令和1年5月7日 第2回教育委員協議会 学校給食施設整備調査業務報告について

(2)社会見学（京都国立博物館文化財保存修理所　㈱光影堂の修理
　　　　　　所）

平成31年4月5日 第1回教育委員協議会
京丹後市文化芸術振興条例の制定の経過について
公民館と地域コミュニティのあり方について

令和1年12月2日 第5回管内視察研修 京丹後市立大宮第一小学校（学校長との懇談、給食参観と試食）

　ウ　管外視察研修

開催日 視察名 視察内容等

令和1年8月2日 第3回管内視察研修 旧三津小学校、旧溝谷小学校（学校跡施設の活用）

令和1年10月2日 第4回管内視察研修 教育支援センター「麦わら」（授業参観）

令和1年6月5日 第1回管内視察研修 京丹後市立しんざん小学校（授業参観と給食試食）

令和1年7月2日 第2回管内視察研修 京丹後市立網野南小学校（授業参観と給食試食）

開催日 視察名 視察内容等

京丹後市教育振興計画の見直しについて

令和1年10月2日 第5回教育委員協議会 令和元年度全国学力・学習状況調査結果について

令和1年5月28日 第3回教育委員協議会 丹後地域公民館、丹後図書室の改修計画について

令和1年8月2日 第4回教育委員協議会

しんざん小学校での懇談 網野南小学校での授業参観

10



31.4.5

31.4.8

31.4.8

31.4.9

31.4.9

31.4.16

30.4.17

31.4.17

1.5.25ほか

1.5.20

1.5.29

1.5.31

1.6.8

1.6.12

1.6.20

1.6.28

1.7.8

1.7.24

1.7.26

1.8.6

1.8.21

1.9.1

1.9.6

1.9.7

1.9.28ほか

1.10.11

1.10.19

1.10.19

　オ　その他の活動

5月

市内小学校運動会 市内各小学校

丹後地方教育委員会連合会定期総会

場　所

市内保育所入所・進級式 市内各保育所

市内こども園入園・進級式

9月

第１５回京丹後市総合体育大会 大宮中学校グラウンドほか

市内中学校体育祭 市内各中学校

秋の運動会（各保育所・こども園） 市立保育所・こども園

8月

第４回丹後教科用図書採択地区協議会 京都府宮津総合庁舎

7月

教育委員任命通知書交付式（野木　三司委員） 京丹後市役所

第３回丹後教科用図書採択地区協議会

6月

丹後地方教育委員会連合会教育委員等研修会
　　演題『コミュニケーション能力の素地を養う英語活動の工夫』
　　　　～英語教育改革を見据えた教員の英語力・指導力の向上～
　　講師 京田辺市立田辺小学校　教諭　尾﨑　周平

京都府宮津総合庁舎

第２回丹後教科用図書採択地区協議会

第５４回人権教育研究京丹後市大会
　　演題『つながることで　見えてきたもの』
　　講師 三重県松阪市立第二小学校　教諭　世古口　静香氏

京都府丹後文化会館

京都府宮津総合庁舎

市内中学校合唱祭 市内各中学校

京丹後市小学校陸上運動記録会 峰山途中ヶ丘公園陸上競技場

令和元年度京丹後市小中一貫教育授業研究会 大宮南小学校

10月

京丹後市青少年健全育成講演会
　　演題『本から伝える子どもたちの未来』
　　講師　小説家　瀬尾まいこ氏

アグリセンター大宮

京丹後市小学校駅伝競走大会 丹後王国「食のみやこ」

近畿市町村教育委員会研修会
　　講演『新学習指導要領のめざすもの「資質・能力の育成」とは』
　　講師　教授　藤井 千春（早稲田大学教育・総合科学学術院教育学部）

滋賀県野洲市　野洲文化ホール

市内各認定こども園

丹後小学校開校式

宮津市福祉・教育総合プラザ

京都府市町村教育委員会連合会定期総会・研修会
　　演題『新学習指導要領について』
　　講師 京都府教育庁　指導部長　山口隆範氏

4月

京都府総合教育センター

平成３１年度第１回丹後教科用図書採択地区協議会 京都府宮津総合庁舎

第１回京丹後市立校（園）長・保育所長会議（紹介・あいさつ） 大宮庁舎

京丹後市チャレンジデー2019 市内全域

市内各小学校

市内中学校入学式 市内各中学校

平成３０年度中学生海外派遣事業報告会 アグリセンター大宮

京丹後市立丹後小学校

市内小学校入学式

月　日 件　　　　　　　名

京丹後文化のまちづくり実行委員会
　　演題　感動すること・育つこと
　　講師　永野むつみさん

アグリセンター大宮

京都府宮津総合庁舎
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1.11.1

1.11.3

1.11.3ほか

1.11.20

1.11.26

1.1.4

2.1.15

2.3.3

2.3.13

2.3.15

2.3.23

2.3.24

2.3.28

市内各小学校

第３０回丹後町少年少女意見発表大会 京丹後市立丹後小学校
1月

新年賀詞交換会 峰山総合福祉センター

令和元年度京丹後市教育フォーラム
　　テーマ『こども園・保育所・小中学校の連携による
　　　　　　小中一貫教育』

京丹後市立丹後小学校

京丹後市立認定こども園卒園式（規模縮小） 市立各認定こども園

11月

新型コロナウイルス感染症予防に係る一斉休業（3/24まで） 市内各小中学校

京丹後市立中学校卒業式（規模縮小） 市内各中学校

京丹後市成人式（延期） 京都府丹後文化会館

京丹後市立小学校卒業式（規模縮小）

京都府内市町（組合）教育委員会研修会
　　『これからの京都府の義務教育の在り方について』意見交換会

ホテルルビノ京都堀川

市内小学校学習発表会 市内各小学校

京丹後市市制１５周年記念式典 京都府丹後文化会館

3月

京丹後市立保育所修了式（規模縮小） 市立各保育所

丹後地方教育委員会連合会視察研修
　　研修テーマ『コミュニケーション能力の素地を養う
　　　　　　　　英語活動の工夫』ほか

京田辺市立田辺小学校ほか

月　日 件　　　　　　　名 場　所

12



区　　　分 令和元年度 平成30年度 比　較

一 般 会 計 総 額 33,810,000 33,670,000 140,000

教     育     費 2,372,450 2,720,698 △ 348,248

（教育費の占める割合） 7.0% 8.1% －

1　教 育 総 務 費 416,176 393,358 22,818

2 　小  学  校  費 657,399 764,449 △ 107,050

3 　中  学  校  費 301,721 316,600 △ 14,879

(-) 　幼  稚  園  費 0 255,943 △ 255,943

4　社 会 教 育 費 514,350 482,705 31,645

5　保 健 体 育 費 482,804 507,643 △ 24,839

民　　生　　費
１　児 童 福 祉 費

3,503,221 3,316,859 186,362

（1） 児童福祉総務費 99,405 91,306 8,099

（3） 保 育 事 業 費 2,381,678 2,230,916 150,762

（単位：千円）    

４　教育費予算の概要

1 教育総務費

416,176千円

17%

2 小 学 校 費

657,399千円

28%3 中 学 校 費

301,721千円

13%

(-) 幼 稚 園

費 0千円

0%

4 社 会 教 育 費

514,350千円

22%

5 保 健 体 育 費

482,804千円

20%

1 教育総務費

2 小 学 校 費

3 中 学 校 費

(-) 幼 稚 園 費

4 社会教育費

5 保健体育費

※教育費のみをグラフにしています。
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区　　　分 令和元年度 平成30年度 比　較

 1　議   会   費 240,559 240,622 △ 63

 2　総   務   費 3,822,466 4,352,740 △ 530,274

 3　民   生   費 9,820,837 9,649,168 171,669

 4　衛   生   費 5,001,424 4,517,790 483,634

 5　労   働   費 30,866 36,454 △ 5,588

 6　農林水産業費 1,619,370 1,493,963 125,407

 7　商   工   費 897,591 1,076,026 △ 178,435

 8　土   木   費 2,721,455 2,686,505 34,950

 9　消   防   費 1,542,421 1,654,559 △ 112,138

10　教   育   費 2,372,450 2,720,698 △ 348,248

11  災 害 復 旧 費 1,016,142 502,620 513,522

12　公   債   費 4,707,418 4,711,188 △ 3,770

13　諸  支  出  金 0 0 0

14　予   備   費 17,001 27,667 △ 10,666

合　　　計 33,810,000 33,670,000 140,000

　　　　　　　　　　（単位：千円）　　

一般会計歳出予算の目的別内訳

1 議 会 費, 

240,559千円, 1%

2 総 務 費, 

3,822,466千円, 11%

3 民 生 費, 

9,820,837千円, 29%

4 衛 生 費, 

5,001,424千円, 15%

5 労 働 費, 

30,866千円, 0%
6 農林水産業費, 

1,619,370千円, 5%

7 商 工 費, 

897,591千円, 3%

8 土 木 費, 

2,721,455千円, 8%

9 消 防 費, 

1,542,421千円, 4%

10 教 育 費, 

2,372,450千円, 7%

11  災害復旧費, 

1,016,142千円, 3%

12 公 債 費, 

4,707,418千円, 14%

13 諸 支 出 金, 

0千円, 0%

14 予 備 費, 

17,001千円, 0% 1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 労 働 費

6 農林水産業費

7 商 工 費

8 土 木 費

9 消 防 費

10 教 育 費

11  災害復旧費

12 公 債 費

13 諸 支 出 金

14 予 備 費
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５　京丹後市教育振興計画(平成２７年度～令和６年度） 進捗管理表

重点目標１　就学前の子どもの教育・保育環境を充実します

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

重点目標２　確かな学力・生き抜く力を育みます

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

　全国学力・学習状況調査結果は、小学校におい
て一部の教科で全国平均を下回ったものの、おお
むね全国平均以上の学力を付けている。各校園が
学力調査の結果を分析し、授業改善や個に応じた
支援を丁寧に行っていることや、一貫性のある系
統的な指導が確実に進んでいる成果ととらえてい
る。引き続き、児童生徒の学力向上を図るため、
各校園の授業改善や授業研究等を推進していく必
要がある。

中学生
90％以上

　学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の児
童生徒の割合は、小学生では2.0％減少したが中学
生は4.5％増加した。各学園で「家庭学習の手引
き」を作成・配布するなど、学習習慣の定着に向
けた取組や指導の効果は表れてきているものの、
小中学生とも目標値にはあと一歩届いていない状
況である。引き続き、家庭学習の充実に向けた家
庭との連携を日常的に進め、家庭学習習慣の定着
をより図っていく必要がある。

一貫性・系統性のある指導に
よる確かな学力の定着

小中学校各教科の
全国平均正答率

※毎年の文部科学省
「全国学力・学習状

況調査」

市平均の
全教科

全国平均
以上

小学校算数を
除く全教科

全国平均以上

小学生
77.6％

中学生
62.3％

中学生
71.9％

　将来の夢や目標を持っていると回答した生徒の
割合は、ほぼ前年度同様で、おおむね全国平均と
同じ状況となっている。引き続き、キャリア教育
の視点も入った「丹後学」のモデルカリキュラム
を積極的に活用するとともに、生徒の自己肯定感
を高める取組や小中一貫教育によるキャリア教育
のより一層の推進・充実を図っていく必要があ
る。

元年度成果と今後の課題

１.
　小中一貫教育の推進

２.
　学校園、家庭、地域の協
働による教育力の向上

３.
　確かな学力の育成

４.
　社会を生き抜く力の育成

学校園関係者による中学校区
（学園）ごとの検証・評価・
取り組みの改善のサイクルの
確立

実施中学校区
0校区

（平成25年度）

全中学校
区(学園)
で実施

6学園

6学園

　各学校の関係者評価は、小中一貫教育の諸計画
及び各学園の重点等を基盤に作成している。ま
た、各学園の学校関係者評価の必須項目に「小中
一貫教育の推進」を設定することで、学園の取組
等の検証・評価を各校園単位でＰＤＣＡサイクル
により進めることができた。今後は、全ての学園
に設置されている学校と地域との連携組織による
学園評価について、更に充実させるための体制整
備が必要である。

学校の授業時間以外の勉強時
間が1時間以上の児童生徒の
割合

小学生73.2％
中学生50.6％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）小6・中3

小学生
80％以上

中学生
70％以上

将来の夢や目標を持っている
生徒の割合

　中学生70.0％

※文部科学省「全国
学力・学習状況調
査」生徒質問紙

（平成25年度）中3

　計画どおり全体研修を実施することができた。
職員の資質向上は、教育・保育を提供する上で課
題でもあるため、これ以外にも機会を捉えて研修
を実施していく必要がある。

保育所・こども園職員の全体
研修数

3回
（平成25年度）

5回

10か所

　平成28年度から、大宮北保育所とこうりゅう保
育所を公設民営に移行させたことに伴い、両施設
とも一時預かりを開始して、サービスの向上を図
ることができた。

病後児保育の実施事業所数
0か所

（平成25年度）
1か所

3回

　市内8ヵ所で開設しており、保健師、助産師など
専門職が子育て相談に対応するとともに、子育て
世代間の友達づくり、情報共有など居場所を提供
することができた。スペースの関係で児童の年齢
に応じたクラス編成により、利用の曜日を決める
という調整をせざるを得ない点が課題となってい
ることから、網野地域子育て支援センターを旧保
育所へ移転し、市内他地域からの受け入れも行っ
ている。

一時預かり実施事業所数
6か所

（平成25年度）
9か所

子育て支援センター数
7か所

（平成25年度）
8か所

元年度成果と今後の課題

１．
　就学前教育の環境整備

２．
　保幼小の連携強化 幼稚園の数

4園
（平成25年度）

6園

1か所
　平成27年度の開設から4年目を迎え、徐々に利用
が増加した。課題としては、特に子育て世代に、
この制度の存在を伝える広報活動の推進がある。

0園

　第2次京丹後市保育所再編等推進計画を策定し、
平成33年度までの5ケ年を期間として、①保育所の
再編、②民営化の検討、③認定こども園への移行
などを定めている。6町すべての町域において認定
こども園に移行することができた。

8か所
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重点目標３　子どもを健やかに育む教育環境を充実します

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

重点目標４　豊かな人間性・社会性を育みます

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

　人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の
割合は、小中学校ともにほぼ横ばいであるが高い
水準で推移している。教育活動全体を通した丁寧
な指導により、社会貢献等への意識が確実に身に
付いてきている。今後更に高めていくため、ボラ
ンティア活動など体験学習等の充実を図る必要が
ある。

小学校
96.1％

中学校
96.5％

小学生94.6％
中学生98.2％
(全国学力・学
習状況調査の
児童生徒質問
項目から外れ
たため京都府
学力テスト質
問項目による)

　人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童
生徒の割合は、小学生では増加し、中学生ではほ
ぼ横ばいで、小中学生ともに高い水準で推移して
いる。教育活動全体を通した丁寧な指導により、
人の気持ちを理解して行動したり、発言したりす
ることの重要性が確実に身に付いてきている。今
後も個別の配慮児童生徒への丁寧な指導が必要で
ある。

人の役に立つ人間になりたい
と思う児童生徒の割合

小学生94.0％
中学生93.2％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）小6・中3

増加させる

人の気持ちが分かる人間にな
りたいと思う児童生徒の割合

小学生94.4％
中学生95.2％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）小6・中3

増加させる

　学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒
の割合は、小中学校ともに増加し、全国・府平均
に比べて高く、各校園の丁寧な指導及び小中一貫
教育による一貫性のある指導等によって、規範意
識は確実に高まっている。引き続き、小学校低学
年からの規範意識の醸成等による系統的な指導を
進めていく必要がある。

小学校
98.9％

中学校
97.9％

　いじめはいけないことだという意識がある児童
生徒の割合は、年間3回のいじめ調査や追跡調査、
児童生徒への丁寧な指導により、小学校ではほぼ
横ばい、中学校では増加し小中学校ともに高い水
準を維持している。今後も児童生徒の豊かな心を
育成するため、道徳科をはじめ、学校の教育活動
全体を通じた取組の充実を図る必要がある。

いじめはいけないことだとい
う意識がある児童生徒の割合

小学生97.0％
中学生90.9％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）小6・中3

増加させる

小学校
94.9％

中学校
97.2％

小学校72.0％
中学校98.0％
（いじめの解
消要件が定義
されたため、
令和元年度第2
回調査の追跡
調査結果を記
載）

　令和元年度第2回いじめ調査の認知事象に基づく
追跡調査結果では、小学校は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の
影響により聞き取り調査が実施できなかった未解
消数値であり、中学校で2％が未解消であり、解消
要件を踏まえ児童生徒に寄り添った指導を継続し
ている。今後も、各校のいじめ防止基本方針に基
づき、実態把握や情報共有、組織的な対応を徹底
し丁寧な指導を行うとともに、関係機関と連携し
た体制強化を図っていく必要がある。

認知されたいじめの年度内解
消率

小学校３５７件
/92.5％

中学校１８１件
/95.8％

(平成25年度)

100%

小学校420件
17.0％

中学校40件
2.8％

　いじめの認知率は、小学生で2.1％減少し、中学
校はほぼ横ばいであった。いじめを積極的に認知
し指導しているものと捉え、引き続き、些細な兆
候も見逃さない組織的な対応を行うとともに、認
知件数・認知率のみにとらわれず、より丁寧な指
導を継続していく必要がある。

いじめの認知件数/発生率

小学校３８６件
/12.7％

中学校１８９件
/10.2％

(平成25年度)

減少させる

小学校
 0.32％

中学校
 3.87％

　不登校児童生徒の発生率は、小中一貫教育の推
進による各校園での未然防止を重点とした取組や
確実な情報の共有等によって、不登校解消に一定
の成果は上がっているものの、不登校の出現率が
増加傾向にある。特に中学校では、前年度比
0.75％の増加となっており、出現率を減少させる
ための効果的な未然防止の取組強化が更に必要で
ある。

　ボランティア登録者数は名簿の整理を行ったこ
とから減少した。
　高齢化が進んでいるため、学校のニーズに応じ
たボランティアの確保が課題である。

元年度成果と今後の課題

557人
学校支援ボランティア登録者
数

427人
（平成25年度）

500人

１．
　人を思いやり、尊重する
社会性の育成

2．
　生徒指導体制、教育相談
体制の充実

３．
　家庭・地域の教育力の向
上

４．
　芸術文化を通じた豊かな
感性、情緒の育成

不登校児童生徒の発生率
小学校　5人/0.16％
中学校47人/2.49％
（平成25年度）

減少させる

学校のきまりや規則を守る意
識がある児童生徒の割合

小学生93.8％
中学生90.8％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）小6・中3

増加させる

88.5％
（平成25年度）

100%

　学校施設耐震化計画による中学校の耐震化は平
成26年度をもって完了した。

非構造部材の耐震対策
0％

（平成26年度）
100% 100%

　国が指導する大規模空間（体育館やランチルー
ムなど200㎡以上の空間を有する箇所等）の非構造
部材耐震対策は、平成28年度をもって完了した。

元年度成果と今後の課題

　学校施設耐震化計画による小学校の耐震化は平
成27年度をもって完了した。

市立中学校の耐震化
93.5％

（平成25年度）
100% 100%

100%

１.
　子どもの安全・安心の確
保

２.
　学校施設環境等の整備充
実

３.
　個に応じた支援体制の充
実

４.
　ボランティアによる学習
支援の推進

市立小学校の耐震化
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重点目標５　生涯にわたる豊かな学びを支援します

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

5.2冊
（平成25年度）

4,308回

　社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動
を行う拠点として管理、運営を行うことができ
た。
　また、地域の身近な課題、生活課題等に即した
学習機会の提供ができた。
　施設の老朽化に伴う維持管理が課題である。
（令和2年度丹後地域公民館耐震改修等工事実施）

※平成30年12月丹後地域公民館耐震強度不足のた
め貸館休止、平成30年12月から令和元年10月まで
は丹後庁舎を、10月からは丹後庁舎と旧豊栄小学
校を代替施設として使用した。
※平成30年度.令和元年度の数値は、休館前の数値
と代替施設の数値を含めた数値。
※令和2年度の目標値については、丹後地域公民館
が休館中であり、代替施設の利用状況から、令和
元年度に比べ旧豊栄小学校代替え施設が増えたこ
とによる利用増を見込んでいる。

5.37冊

　住民一人当たりの貸出数は増加し、行事等の開
催、企画展示の実施などにより、多様な学習機会
の提供に寄与した。しかし、貸出点数は昨年度よ
り増加しているものの、利用者数をみると増加し
ているとは言えず、今後更に図書館に関心を持ち
利用につながるよう、運営に工夫が必要。また、
市民の求める居場所としての空間づくりも、図書
館整備の中で検討していく必要がある。

地域公民館施設の利用回数
4,308回

（令和元年度）
※改定時追加指標

7,000回

図書の年間貸出冊数（市民１
人当たり）

7冊

1,154人

　インターネット社会における人権の尊重、外国
人の人権問題など、身近な生活の場で直面する課
題においても日常生活の習慣として身につけ実践
することができるよう学習機会の内容や方法の工
夫改善に努める。

791人

　高齢者大学は定着しつつある。教養講座といえ
ども自己完結型で終わるのではなく身につけた学
びを地域活動や若い世代に伝えるなど、学びの循
環が必要。退職後のライフスタイルの変化や、情
報化、加齢に伴う心身の衰えや介護問題など、学
習者によって抱える課題が多様化しており、より
一層のニーズの把握と、対象者への周知が必要で
ある。

10事業

　各町の公民館連絡協議会を中心に地域の現状把
握や課題共有に努め講座が行われているが、今後
も社会の変化に対応し学習していく必要がある。
また、地域の社会教育や地域活動を推進する拠点
である地区公民館の中には担い手不足等の課題を
抱えている公民館もあり、地区、公民館、行政
が、ともに実態に応じた地域コミュニティのあり
方について考える必要がある。

地域課題学習講座数 2事業 10事業

52事業

　市民の自発的な学習を支援し継続的な学習活動
を促進することができた。講演会や講座などの学
習機会と情報の提供を行うことで、今後も市民生
活の向上を図る。

趣味・教養講座数 29事業 35事業

55事業

　地域公民館等の事業のほか、京都府や府内大学
などの関係機関と連携し事業を実施している。効
率的な事業運営とするため複数の地域公民館が合
同で実施する講座もあるため事業数としてはほぼ
横ばいである。今後も社会教育団体や学校、地域
と連携・協力をしながら学習機会を提供する。

元年度成果と今後の課題

１．
　生涯学習の体制づくり

２．
　人権教育の推進

３．
　文化芸術活動の推進

４．
　社会教育施設の整備充実

青少年の体験活動事業数 42事業 60事業

人権学習会の参加者数
820人

（平成25年度）
1,200人

高齢者大学の参加者数 789人 1,000人
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重点目標６　歴史文化を活用し、郷土への愛着と誇りを育みます

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

　各加盟団体が実施の教室や大会、市協会が実施
の総合文化祭を通じて、市民のかたへ芸術鑑賞機
会を提供することができた。今後も、市民が文化
力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう
協会を支援していく。

文化芸術事業の開催回数

京都府丹後文化会館利用者数

-

-

100回

42,000人

70回

28,896人

　各地区文化祭、各町文化祭、文化協会総合文化
祭、サークル体験、小町ろまん短歌大会、アー
ティスト・イン・レジデンス、文化芸術祭事業等
例年どおりの文化芸術活動が実施できた。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止
の関係で多くの事業が中止となり目標数が減少す
る。

　令和元年度は、2月までは例年通りの事業を開催
できたが、2月・3月は新型コロナウイルス感染症
の関係で事業中止となり利用者が減少した。
　R2年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受
けるため、目標を下方修正する。

7遺跡

151団体

　開館2年目の郷土資料館は、開館記念無料開放を
5月上旬まで実施した昨年度と比べ入館者数が大き
く減少した。また丹後古代の里資料館、琴引浜鳴
き砂文化館は、10連休のあった5月は入館者が増加
したが、新型コロナウィルスの影響が出始めた3月
の入館者数が減少したため、結果的に2館ともに入
館者が減少した。
　各館ともに、外的要因に打ち勝つような魅力あ
る企画を打ち出し、今後の集客増につなげていき
たい。

史跡整備

史跡整備6遺跡

（平成25年度）
※京丹後市文化財

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

8遺跡

文化協会加盟サークル数 170団体 200団体

　文化財セミナー（1回、100名）、京丹後史博士
育成講座（8回、165名）、網野銚子山古墳発掘調
査現地説明会（1回、166名）等の参加者のほか、
高齢者大学・出前講座等の対応（31回、1,028名）
があった。30年度末の実績値を上回ることができ
た。
　今後、魅力ある講座や企画を打ち出し、目標値
に近づけるようにしたい。

資料館、文化館入館者数

13,808人
（3施設）

（平成25年度）

15,000人 13,163人

1,459人
文化財セミナー、京丹後史博
士講座等の文化財事業参加者
数

1,468人
（5事業 17講座）

（平成25年度）

1,700人

１．
　豊かな歴史文化等を学習
する機会の充実

２．
　文化財の保護と活用

３．
　資料館施設の整備充実

　京丹後市史跡整備検討委員会の指導を得ながら
平成29年度には環境整備基本設計を実施し、30年
度より整備事業を進めている。
　令和元年度は、検討委員会の指導を得ながら墳
丘樹木の整理伐採、周濠の整備を行った。令和2年
度以降も引き続き、環境整備事業を進め、令和5年
度には完成予定である。

元年度成果と今後の課題
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重点目標７　たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

施策の方向性 主な目標指標 計画作成時
目標値
（Ｒ6） R元年度末

スポーツイベント参加者数 － 18,600人 13,661人

　スポーツ観光のまちづくりを推進するため、各
種スポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を
活用したウルトラマラソン等を開催することで市
内外の参加者が気軽にスポーツができる環境を提
供した。今後は各種イベントについて、内外から
の意見を聞き入れ、地域と一体となり地域資源等
を取り入れ、工夫を行い、参加者が増える取り組
みを行っていく必要があります。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受
けるため、目標を下方修正する。

10,543回

　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設
の開放を行い、利用者の拡大に努めました。近
年、公共施設の利用者は減少傾向にあり、市内人
口の減少によるものや市民のスポーツ種別が多様
化したものと推測する。今後は、公共施設の見直
し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導
入等、より市民のニーズに則した施設環境づくり
と機会の提供が求められる。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受
けるため、目標を下方修正する。

11,253回

公共施設利用状況
調査結果

（平成24年度）

13,000回

京都府民総合体育大会入賞競
技数

６競技

京都府民総合体育
大会結果

（平成25年度）

10競技

　入賞競技数も増加、市町村対抗の総合順位は8位
となり、前年の9位から順位を上げた。今後は、来
年度の2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機
とし、競技力の向上を目指す。特に将来性を有す
るジュニアアスリートを養成する支援体制を整え
ることが重要である。

　中学校では、握力、長座体前屈などの柔軟性が
全国平均を下回ったが、前年度に比べて全国平均
を上回る種目が増加した。引き続き、体育科を含
む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組
等により、意識的に課題のある運動能力について
克服していく必要がある。

成人の週１回以上のスポーツ
実施率

21.6％

市民アンケート
調査結果

（平成24年度）

65.0％

国の目標

8種目中
5種目

　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈な
どの柔軟性が全国平均を下回ったが、前年度に比
べて全国平均を上回る種目が増加した。引き続
き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体
力づくりの取組等により、意識的に課題のある運
動能力について克服していく必要がある。

中学生（２年生）の体力テス
ト全国平均以上

8種目中4種目

　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体
力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に
地域でのニュースポーツ教室等を開催するととも
に、チャレンジデーイベントに初めて取り組み、
気軽にスポーツに接する機会を提供した。
　ニュースポーツ教室は、年間1,000人を超える参
加者があるが参加者が固定化されており、仕事や
家事、育児、介護等でスポーツをすることが難し
い世代、また障害者、高齢者等に配慮した魅力あ
る行事の開催とスポーツ教室に関する情報の提供
が課題である。

全種目

33.0%

8種目中
4種目

　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、
中学生はやや減少したが小学生は増加し、小中学
生ともに高い水準である。今後も各校園で課題を
共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を
図っていく必要がある。

小学生（５年生）の体力テス
ト全国平均以上

8種目中7種目
全種目

　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小学生は
増加し中学生はやや減少した。各校園における家
庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により
確実に定着してきているが、今後も保護者との連
携を更に密にし、児童生徒全員が朝食を毎日食べ
る取組を進めていく必要がある。

平日、午前７時より前に起き
る児童生徒の割合

小学生88.4％
中学生77.2％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）

小学生
100％

中学生
85％以上

小学生87.9％
中学生82.0％
(全国学力・学
習状況調査の
児童生徒質問
項目から外れ
たため京都府
学力テスト質
問項目による)

小学生
97.5％

中学生
91.5％

　平日午前7時より前に起きる児童生徒の割合は、
小中学生ともに減少した。今後も継続して各校園
で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により
改善を図っていく必要がある。

朝食を毎日食べる児童生徒の
割合

小学生97.8％
中学生91.1％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）

小学生
100％

中学生
95％以上

１．
　健康な体づくり

２．
 地域スポーツ活動の推進

３．
 競技力の向上

４．
 社会体育施設の整備充実

平日午後１１時より前に寝る
児童生徒の割合

小学生91.6％
中学生45.0％

※文部科学省「全国学
力・学習状況調査」児
童生徒質問用紙（平成

25年度）

小学生
100％

中学生
50％以上

小学生97.2％
中学生84.8％
(全国学力・学
習状況調査の
児童生徒質問
項目から外れ
たため京都府
学力テスト質
問項目による)

8競技

公共スポーツ施設の利用回数

元年度成果と今後の課題
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６ 主要な決算の概要 

 

   小学校施設改修事業 

   学校情報化推進事業 

   学校再配置推進事業 

   小中一貫教育推進事業 

   学習支援体制整備事業 

   いじめ防止啓発推進事業 

   児童生徒国際交流事業 

放課後児童健全育成事業 

   子育て支援ｾﾝﾀｰ事業 

   峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業 

   図書館管理運営事業 

   地域学校協働本部事業 

   高齢者教育事業 

   家庭教育事業 

   芸術文化事業 

   地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業 

   ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業 

   遺跡整備事業 

   遺跡発掘調査等事業 

 






















